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差し替え可能な接触・非接触デュアルインタフェース IC カードを搭載した 

携帯電話の開発について 
～非接触インタフェースを利用し、ＪＲ東日本の改札通過やぴあ電子チケットでの利用も可能に～ 

 
ＫＤＤＩ株式会社（社長：小野寺 正、本社：東京都新宿区）、株式会社 日立製作所（執行役社長：庄山 悦彦、本

社：東京都千代田区）は、ＫＤＤＩ（ａｕ）の第３世代携帯電話ＣＤＭＡ １Ｘをベースに差し替え可能な接触・非接触デ

ュアルインタフェース IC カードを搭載した携帯電話を共同開発しました。 

 

今回開発した IC カード搭載携帯電話では、交通系等で利用されている非接触インタフェースを利用し、携帯電

話の IC カード内に格納された電子バリューを非接触アンテナから送信することで、ＪＲ東日本等の交通機関の改

札／ゲート通過や、ぴあ等で実施している電子チケットでの利用が可能となります。また、携帯電話に IC カードが

搭載されることにより、今まで非接触 IC カード単体では実現できなかった IC カード内の電子バリュー情報の携帯

電話画面上での確認や、EZweb を利用した電子バリューのダウンロードにも対応します。 

 

本開発では、今後の商用化を見越し、非接触インタフェースを利用した鉄道・交通系での改札通過をスムーズ

に実現するための処理速度および通信距離を技術的に可能としました。現在、ＪＲ東日本と技術検討中です。これ

によって、鉄道・交通系アプリケーションと、電子マネー・電子チケット・会員証等のアプリケーションを 1 つの非接

触 IC カードに搭載して利用することが可能となります。 

また今回は、接触機能も同一 IC カードで実現していることから、将来は Kei-Credit サービス（注）等と連携するこ

とにより、ネット上で決済した電子バリューをダウンロードし、非接触インタフェースを利用して改札通過等の様々な

バーチャルとリアルを融合した利用シーンが実現されます。 

更に今回差し替え可能な IC カードを開発したことにより、機種変更の際には、ユーザーは今まで蓄積した電子

バリューも IC カードを新しい携帯電話に差し替えるだけでそのまま利用することが可能となります。 

今後は、各事業者と検討を推進し、必要に応じ改善などを行い、早期のサービス開始を目指します。 

 

非接触インタフェースに関しては併せて、住民基本台帳カードなど今後PKI 技術を利用したサービスに対応でき

るタイプ B インタフェースも来年早々にも開発予定であり、今後両社は、更に多くのアプリケーションが利用できる

携帯電話と IC カードの環境を提供していくことを検討しております。 

（注）Kei-Credit：ａｕの第３世代携帯電話と UIM カード（携帯電話会社が発行する、契約者情報を記録した IC カード）を利用した携帯電話決済サー

ビス。ｼﾞｪｰｼｰﾋﾞｰ、ﾄﾖﾀﾌｧｲﾅﾝｽ、三井住友ｶｰﾄﾞ、ﾕｰｼｰｶｰﾄﾞと共同で、本年３月～８月までトライアルを実施。 

 以上 

〇交通系のゲート通過利用イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

携帯電話機で
ゲート通過

ｱﾝﾃﾅ

ﾁｬｰｼﾞｻｲﾄ

ﾊﾞﾘｭｰ発行

ｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾊﾞ EZweb

電子バリューダウンロード

携帯電話機でのﾊﾞﾘｭｰ表示等

残額
○○



----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリースに掲載されている情報は、発表日現在の情報です。 
発表日以降に変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 


	差し替え可能な接触・非接触デュアルインタフェースIC カードを搭載した携帯電話の開発について

